
　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

▲川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

Ｑ.３

２つの漢字で意味のあ
る言葉になるよう進ん
でいきます。頭の中の
言葉をたくさん思い出
していきましょう。

答えは29㌻！

二字熟語迷路
マスの中の漢字を「二字熟語」になるようしりとりしな
がら、入口から出口まですべてのマスを通りましょう。
※一度通ったマスを再度通ることはできません。
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人吉旅館

宮
みやもと

本 未
みら い

来さん（22）　球磨郡錦町

　フロント業務を担当しています。宿泊の受付や予約の管理、
お出迎えやお見送り業務をはじめ、観光案内、宴会や婚礼の
サポート、お客さまの要望に応えるなど、幅広い業務です
が、人と接することが好きなので楽しく働いています。当館
の女

おかみ

将が韓国出身ということで外国人のお客さまも多く、価
値観や習慣の違いから戸惑うこともありますが、お客さまを
尊重し、柔軟に対応できるよう心掛けています。
　人吉・球磨の観光が盛り上がるように、観光・宿泊業に就
いている同世代の人と交流し、お互いを高め合えるような機
会があればと願っています。

所在地：上青井町 160 番地
設立：昭和９年
代表者：堀尾 謙次朗
社員数：24人
事業内容：宿泊、飲食サービス
☎２２－３１４１
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です。

　避難所には住宅を失った多くの人が入るため、
集団生活を強いられることになります。集団生活
の秩序を保つためには、最小限度の避難生活の
ルールと、救援物資の受け取りや保管、配給といっ
た活動のほか、掃除やごみの処理などさまざまな
活動も必要です。このような活動を円滑に行うた
めには、避難所全体をみんなで管理・運営するた
めの組織が不可欠です。避難所生活を余儀なくさ
れた場合には、避難
所生活のルールをい
ち早く検討し、避難
所の運営協力に努め
ていただきたいと願
います。

　７月に入り、梅雨末期の大雨で避難する機会が
増えてくる時期になりました。そこで今回は、避
難所についてお話します。
　避難所とは、災害で住宅を失うなど、被害を受
けた人や被害を受ける可能性のある人が一定の期
間避難生活をする場所であり、一時的に避難する
公園などの避難場所とは異なります。また、避難
所に入る人は、地域住民に限らず、たまたまその
地域を訪れていた旅行者なども対象です。
　避難所の運営は、避難者を中心とした自治組織
で行われることが望ましく、その理由は次の２つ

避難所での運営協力
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① 避難所での生活は、生活再建の第一歩となる場
所だから

② 自治体職員は災害対応業務と通常業務に追わ
れ、避難所に十分な数の職員を配置できなくな
るから

　

コ
ロ
ナ
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、令
和
２
年
以
来
３
年
ぶ
り
に
、

市
内
小
・
中
学
校
に
出
向
き
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
「
ふ
れ
あ

い
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」
を
再
開
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
元
気
で
、

私
は
囲
ま
れ
て
質
問
攻
め
に
遭
い
、
大

人
顔
負
け
の
鋭
い
質
問
も
あ
っ
て
た
じ

た
じ
と
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

　

給
食
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
私

自
身
も
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
疲
れ
も

吹
っ
飛
び
ま
す
。
今
後
も
各
学
校
に
定

期
的
に
伺
っ
て
、
た
く
さ
ん
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
梅
雨
時
期
に
入
り
全
国
各
地

で
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
地
域

で
も
、
過
去
の
統
計
に
よ
る
と
、
１
年

間
に
降
る
雨
の
量
の
約
４
割
が
こ
の
時

期
に
降
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

７
月
４
日
で
豪
雨
災
害
か
ら
ち
ょ
う

ど
３
年
が
経
ち
ま
す
。
災
害
発
生
の
危

険
性
が
特
に
高
い
時
期
で
す
の
で
、「
大

丈
夫
だ
ろ
う
」
で
は
な
く
「
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
う
意
識
で
、
心
構
え

と
備
え
、
そ
し
て
早
め
の
避
難
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。
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